






























































































































































































































方によってそれぞれの言語の 20 例の会話を分類した結果を表 1 に示す。
表 1 会話の場の設定の仕方と「注意喚起」表現
対象別 ケース 1 ケース 2 ケース 3
例数 2 8 0対友人
表現 詫び 間投詞・呼称




表現 詫び 間投詞・呼称 詫び・挨拶
例数 7 1 2対友人
表現 呼称・挨拶 呼称 呼称・挨拶















































































































































































人は大雑把に決めているという傾向がある。例 6 と例 7 に示した通りである。
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